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電気学会 電子図書館 
 
2007 年(平成 19 年)10 月 1 日より，電子図書館が開設されました。この電子図書館の開設にあたり，過去に電気学会より発

行された学術情報は電子アーカイブ化が進められています。 
これまで，電気学会が発行する書籍，技術報告，研究会資料，全国大会論文集等の学術情報は「紙ベース」で発行されてい

たため，学術情報の収集・発信・蓄積・検索が困難であり，また，これら学術情報が数年後には失われていく状況にありまし

た。 
平成 18 年に電気学会中長期ビジョンが策定され，情報インフラの整備を中核とする学会諸業務の包括的電子化は中長期ビ

ジョンのマスタープランの中でも主要な課題としてとりあげられました。このような状況の中，図書類のアーカイビングとウ

ェブシステムの構築プロジェクトチームにより学術情報システムの整備が検討され，このたびの開設にいたりました。 
電子アーカイブ化により，学術情報の収集・発信・蓄積・検索等が非常に容易になりました。また，PDF ダウンロード販売，

オンデマンド販売が可能となり，出版・在庫管理経費等の削減など効率的な運用が実現されています。すでに運用が開始され

ていた事務情報システムと電子投稿査読システムと併せて「紙ベース」での電気学会の学術に関するさまざまな情報が「電子

媒体ベース」に移行されることになり，会員の皆様にとっての利便性が格段に向上されることになります。 
 
 

【ご利用方法】 
電気学会ウェブページより，電気学会電子図書館（http://www.bookpark.ne.jp/ieej/）へお入り下さい。 

① お知らせウィンドウ 
新着情報，サービスにかかわるお知らせなどが表示されます。 

② ガイドナビゲーション 
利用手順や購入方法についてのご案内です。はじめにご覧下さい。 

 
 

「電気学会 電子図書館」 トップページ 

 

 
（画面は開発中のものです）  
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③ 電気学会会員ログインボタン 
会員の方は，こちらからログインしていただくと会員価格が適用されます。 

④ 検索ウィンドウ 
フリーワード，書籍種類，発行年月およびそれぞれの組み合わせで検索できます。フリーワードのみを入力し Enter キ

ーを押すと，PDF コンテンツのリストが表示されます。フリーワードはスペースで区切ることにより最大 5 ワードま

でを AND 条件で検索します。書籍選択はそれぞれの書籍を選ぶことにより該当の書籍のみを表示します（複数選択可）。 
⑤ PDF ダウンロードボタン 

PDF 購入規約および購入されたダウンロードページへのリンクです。PDF をご購入いただいたお客様は，メールでの

ご案内に記載されているダウンロードキーをダウンロードページから入力していただくことにより PDF をダンロード

することができます。 
 

現在まで，以下の図書類が電子アーカイブされ，開設時より販売されています。 
・ 技術報告（今後出版する新刊と過去の第Ⅰ部第 1 号～157 号，） 
・ 技術報告（今後出版する新刊と過去の第Ⅰ部第 1 号～157 号，第Ⅱ部第 1 号～第 456 号まで，第 457 号以降の在庫が無

くなったもの・冊子単位の印刷版・PDF ダウンロ－ド版） 
・ 研究会資料（2005 年（平成 17 年）1 月以降・1 論文単位の PDF ダウンロ－ド版） 
 

近日中に以下の図書類を販売する予定です。 
・ 全国大会講演論文（2000 年（平成 12 年）3 月以降・1 論文単位の PDF ダウンロ－ド版・予定） 
・ 部門大会講演論文（2001 年（平成 13 年）8 月以降・1 論文単位の PDF ダウンロ－ド版・予定） 
また，順次「書籍」，「国際会議論文集」等を販売する予定です。 
 

詳しくは，電気学会ホームページをご覧下さい。皆様方のご利用をお待ち申し上げます。 
 
 
 
 
 
 

皆様に本ニュースレタ

ーをお届けする時期は 2
月末になるかと思います

が，この編集後記は 12 月中旬に書いております。この時期

から大学生・大学院生の就職活動はすでにスタートしてい

るため，電気系の大学院生がスーツ姿で大学内にいる光景

が目立つようになってきております。気がつくと，研究室

ではスーツ姿の学生が実験している光景が目に入るように

なってきました。さらに，大学の研究室では卒業・修士論

文や全国大会投稿へ向けて研究室に所属している学生諸君

が最も研究に励んでいる時期ではないでしょうか。そのた

め,大学教員の立場としてはこの時期から 2 月中旬にかけて

最も忙しい時期になります。本ニュースレターが私の手元

に届く頃にはちょうど一息ついている頃だと楽しみにして

おります。 

今月のニュースレターでは，学界情報を東京農工大学の

赤津 観先生に IEEE IAS Annual Meeting のご報告をい

ただきました。会議での様子やアメリカ滞在で感じられた

様子などを大変興味深く述べられておりますので，是非と

もご覧下さい。また，資料コーナーでは東芝の堂元貴文様

より交通の IT 化に関する内容についてご報告いただいてお

ります。最近のガソリンの高騰から輸送効率の向上はさら

に重要な課題になってくると思います。10 月から電気学会

で始まりました電子図書館の情報も掲載しておりますの

で，ご活用ください。 
最後になりましたが，年末のお忙しい中，原稿の執筆い

ただきました皆様と編集作業をいただきました皆様に厚く

御礼申し上げます。3 月に福岡工業大学での全国大会にてお

会いできるのを楽しみにしております。 
エディタ 和田 圭二（首都大学東京） 

 
 

 


